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ついて
〔応答]
滝沢教授
(1)放射線療法で癌組織が理想的に消失すれば，
肉芽組織増加により搬痕化して食道狭窄が起るから
これを防ぐ方法があれば有利と思う。 
(2)手術で別出した標太からみると食道の別出範
囲はもっと少くても永久治療の可能性があると思
う。併しこれは組織的検査の結果であって肉眼的に
は難しいであろう。 
(3)放射線で食道壁の癌組織が完全に消失するの
であるから線量を加減したり，期間を調節して副作
用を避けて徐々に完全に治癒させることが可能と考
える。
特別講演
放射線医学の回顧
千葉大学名誉教授石川憲夫
回顧すれば大正 4年私は大学を卒業した。当時の
医学，殊に放射線医学の状況は今日とは全く隔生の
感ありである。撮影は乾板であり X線発生装置は感
応コイルであり，胸部撮影に数秒を要する時代であ
った。当時内科及び放射線並に物理療法の教室であ
の功労者は内科の林信堆，外科の林弁両博士芳、あり，
猶此の御両人方の思師又は先輩である故浦野長門治
博士並に長町穆博士がある。
大正  12年即ち 1923年レントゲシ先生が逝去され
たが日本レシトゲン学会が今年から創立さ土Lた。本
学関係で故瀬屠教授故佐藤教授と私が当時の評議員
であった。大正 15年内科学及び放射線学研究のた
め私は海外留学を命ぜられ，放射線医学殊に治療学
に就ては Prof. Holzkuecht Prof. Holfelden 
其他の教授に師事見学した。私が海外留学中現東大
講師日野寿一氏の並々ならぬ御骨折を願った。殊Vと
深部レ Yトグン発生装置備付に就ては本邦最初のア
ドソ....:.;]"乾燥器による研究によって行ったので、極め
て優秀の成積を得た。
私が帰朝後(昭和 3年〉本大学病院放射線室とし
ては主として、深部治療に主力を注いだ。即ち，深部
療法は昭和の初年から現在に到る迄特に悪性腫爆の
治療に留意した。其の一端を表示する〈略〉。
昭和 29年私は内科学教授に就任し昭和 13年から
中泉正徳教授は非常勤講師として放射線医学の講義
に御出を願い， 昭和 22年以来覚博士に引続き御願
しておったが 29年教室が正規に成立し，一覧博士の
教授の就任を見るに至った。
現在，放射線医学の科学界に占める比重は御承知
の通り非常に増大した。放射線教室の責任は重大で
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